
IBMの製品処理業者管理と展開

IBM 環境統括 プログラムマネージャ

部長 野澤一美



内容

1.IBM環境マネージメント・システム
• IBMの環境組織

- 環境ポリシー（ＣＰ139)

- IBMの環境マネージメント・システム＆環境プログラム

2.IBMリユース・リサイクル
- IBMリユース＆リサイクルコンセプト

- 製品再生, 解体のグローバル拠点 （添付していません）

- 使用済製品の解体

3.使用済製品処理業者の評価
- 評価概念

• 次工程が非OECD国の業者評価

- 事前評価

- 現場評価

• 設備履歴と概観

• 設備構造／化学物質管理－保管

• 二次処理業者の管理

4. 使用済製品処理業者のインフラマッピング

内容



アジアパシフィック

IBM 環境統括本部（米国）

南北アメリカ
ヨーロッパ

ＩＢＭの環境組織

米国組織による
直接管理

米国組織による
直接管理

ＡＳＥＡＮ GCG
日本

韓国
ＡＮＺ

•オーストラリア

•ニュージーランド

•インド

•シンガポール

•マレーシア

•フィリピン

•タイ

•ベトナム

•中国

•香港

•台湾

上記環境統括メ
ンバーが環境活
動を監視

上記環境統括メ
ンバーが環境活
動を監視

IBM環境マネージメント・システム



環境ポリシー(CP139)

IBM
環境ポリシー

事業活動
情報開示

社会貢献

IBM
環境ポリシー

事業活動情報開示

社会貢献

職場の安全衛生の確保

地域の環境保護に責任ある対応

資源の節約と再利用

環境に配慮した製品の開発・提供

環境に配慮した開発・製造工程

エネルギーの責任ある使用

地球環境保護活動への参画と技術貢献

地球問題解決の支援のためのIBMの製品、技術、
サービスの活用

独自の厳しい基準値､継続的改善、環境情報開示

環境プログレス・レポートの定期的な発行

厳格な環境監査と取締役会への報告

IBM
環境ポリシー

事業活動

社会貢献

情報開示

IBM環境マネージメント・システム



ワールドワイドEMSマニュアル

IBMの環境マネージメント・システム＆環境プログラム

環境マネージメントシステムマニュアル

環
境
管
理
規
定

環境会長賞

CI ENV101 環境プログラム規定
CI ENV102 環境事故予防・報告
CI ENV106 動物の利用
CI ENV107 環境デュ－・ディリジェンス
CI ENV108 エネルギー管理
CI ENV109 取引先環境評価
CI ENV116 プロセスEIA(環境影響評価)
CI ENV118 化学物質管理
CI ENV119 環境配慮製品規程
CI ENV120 関連会社規程
CI ENV121 有害物質輸送
CI ENV122 コア技術開発の化学物質管理
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EP 1 大気
EP 2 排水
EP 3 廃棄物管理
EP 4 液体の二次容器
EP 5 化学物質管理
EP 6 地下水と土壌の保全
EP 7 環境サイト・アセスメント

C-S 1-9700-020 環境配慮設計基準
N-B 0-2501-020 水銀含有製品設計基準
N-B 0-2553-901 バッテリー設計基準
N-B 1-9174-001 省エネ基準
N-B 3-0527-050 エミッション管理基準
N-B 5-2382-602 ケーブル設計基準

製
品
標
準

4.3プランニング
・重要環境側面
・法的その他の要求事項
・目的目標実施計画

4.4実施運用
・資源・役割・責任・権限
・力量・教育訓練・自覚
・コミュニケーション
・文書化
・文書管理
・運用管理
・緊急事態準備対応

4.5点検
・監視測定
・遵守評価
・不適合是正予防措置
・記録
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環境ポリシー

P
S
A
  環

境
セ

ル
フ

ア
セ

ス
メ

ン
ト

コ
ー

ポ
レ

ー
ト

オ
ー

デ
ィ

ッ
ト

4
7
-
0
0
-
0
0
  環

境

環
境

ピ
ア

レ
ビ

ュ
ー

4.5.5内部監査

IBM環境マネージメント・システム



リユースセンターリユースセンター

＜製品再生工程＞

•受入検査

•稼動テスト

•仕様変更・技術変更

•データ消去

•プログラムの導入

•品質保証テスト

•品質検査

•クリーニング

•梱包

＜部品再生工程＞

•部品の抜取り

•部品のECの適用

•部品品質保証テスト

•部品品質検査

•クリーニング

•梱包

部品回収品部品回収品

金属・プラスティック・ガラス金属・プラスティック・ガラス

材料リサイクル材料リサイクル
熱・還元剤熱・還元剤
として利用として利用

資材・原料リサイクル事業者資材・原料リサイクル事業者

IBMリユース＆リサイクルコンセプト

リサイクルセンターリサイクルセンター

中古製品として販売中古製品として販売

製品倉庫製品倉庫

使用済製品使用済製品

日
立物流

回収品倉庫回収品倉庫

•手解体

•有害物・危険物抜取り

•機能破壊

•減容量化

•分別

廃棄製品廃棄製品

不要品不要品

保守部品として使用保守部品として使用

部品倉庫部品倉庫

8
IBMリユース・リサイクル



10

部品の解体

使用済製品の解体

IBMリユース・リサイクル



ユニット

電子回路 蛍光管

金属 液晶ディスプレイ

プラスチック

ケーブル類

電気回路基板の破砕

材料ごとの分別

IBMリユース・リサイクル



CRTモニターの解体と材料毎の分別

プラスチックのプロセス

プラスチック毎の分別 シュレッダー 細かく裁断さられたプラスチック

液晶パネルの解体

IBMリユース・リサイクル



• 使用済製品処理業者は米国ＩＢＭの承認なくして使用禁止

• 評価は、設備が政府許可を所有するかどうかにかかわらず
行われる。

• 使用済製品業者の次工程が非OECD国の業者にて行われ

る場合、その業者を評価し承認する。

• ３年に一度使用済製品業者を再評価する。

• 使用済製品処理業者は米国ＩＢＭの承認なくして使用禁止

• 評価は、設備が政府許可を所有するかどうかにかかわらず
行われる。

• 使用済製品業者の次工程が非OECD国の業者にて行われ

る場合、その業者を評価し承認する。

• ３年に一度使用済製品業者を再評価する。

評価概念

使用済製品処理業者の評価



•使用済製品

二次使用済製品処理業者
(処分／再利用)

一次使用済製品処理業者
(解体分別)

材料のリサイクル 最終処分サービス供給業者
(埋め立て)

IBMの評価と監査により
e-Wasteを適正処理

IBMの評価と監査により
e-Wasteを適正処理非OECD国

e-Ｗａｓｔｅ

次工程が非OECD国の業者評価

使用済製品処理業者の評価



• 業者情報(名前、場所、対応先)

• 設備概要

• IBMに提供されるサービス内容

• 化学物質の取り扱い(IBMが提供の場合)

• 業者工程の結果として残る残渣

• 安全対応の準備状況

• 法律等の遵守

• 罰則等の有無

• 業者情報(名前、場所、対応先)

• 設備概要

• IBMに提供されるサービス内容

• 化学物質の取り扱い(IBMが提供の場合)

• 業者工程の結果として残る残渣

• 安全対応の準備状況

• 法律等の遵守

• 罰則等の有無

事前評価

使用済製品処理業者の評価



• 業者との会見

• 設備履歴と概観

• 幹部の環境対応に対するコミットメント

• 入庫管理と次工程の追跡管理

• 手順書、データ、保守とレコード

• 設備構造、安全とセキュリティ

• 化学物質管理－保管、扱い、処分

• 使用済材料の管理

• 二次処理業者の管理

• 法律要求事項、許可と遵守記録

• 健全な財政状態と環境保険

• 他のプログラム

• 業者との会見

• 設備履歴と概観

• 幹部の環境対応に対するコミットメント

• 入庫管理と次工程の追跡管理

• 手順書、データ、保守とレコード

• 設備構造、安全とセキュリティ

• 化学物質管理－保管、扱い、処分

• 使用済材料の管理

• 二次処理業者の管理

• 法律要求事項、許可と遵守記録

• 健全な財政状態と環境保険

• 他のプログラム

現場評価

使用済製品処理業者の評価



設備履歴と概観

• 操業前の土地使用形態と工程 （環境汚染の想定）

• 化学物質の地下貯蔵タンク （有無、撤去 等）

• 廃棄物埋め立処分場の可能性 （土地の履歴）

• 過去、現在の状況を考慮した業者の環境対応

水

ガス層
土 層

粘土層

化学物質
漏洩

溶解層

使用済製品処理業者の評価



設備構造／化学物質管理－保管

化学物質
のタンク

二次容器

化学物質漏れによる
土壌汚染予防策

• 地上設置タンク

• 二次容器収容量は１１０パーセント

• 液体漏洩を監視できる

使用済製品処理業者の評価



二次処理業者の管理

一次処理業者
• 解体
• 機能破壊
• 分別

二次処理業者
• 材料リサイクル
• 埋め立て最終処

分

開示すべき内容
• 処理工程
• 場所

注意すべき物
• CRT
• 電池
• プリント配線回路
• 液晶モニタ
• 蛍光灯

使用済製品処理業者の評価



.

• 情報ネットワークにより、環境配慮
された処理業者の使用

• 情報ネットワークにより、環境配慮
された処理業者の使用

適正な処理業者の評価とマッピング

• 有害物質を含む物の処理、リサイクル

• プラスチック、鉄、非鉄のリサイクル

適正な処理業者の評価とマッピング

• 有害物質を含む物の処理、リサイクル

• プラスチック、鉄、非鉄のリサイクル

埋め立て量の最小限
化、適正処理の推進

に貢献

埋め立て量の最小限
化、適正処理の推進

に貢献

使用済製品処理業者のインフラマッピング
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